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1） 形式 

 アンケート結果から現在の形式が好評であり継続 

 

2） 内容 

 幹事の先生方からのご意見 

1） 若手教育として大事 

2） 薬物動態のコアとなる部分を取り上げるのが良い 

3） 新人を定期的に参加させている一方、新人が少ない現状がある（幹事として

は、2年に 1回のローテーションでは参加者の減少が心配です） 

4） ヒト PK 予測（Allometry, IVIVE）、DDI 評価（ガイダンスへの対応＆予測）

に対するニーズは高い 

5） 新しい内容 

1. PK/PD解析の基礎 

2. PKの基礎 

(ア) PKモデルの基礎  

(イ) 基本的な PKパラメータの意味と求め方 (in vitro) 

(ウ) PKと関係する物性データ 

3. PBPK modeling （クリアランスの概念の理解） 

4. PPK解析（ハンズオンだと NONMEMのライセンスが必要） 

5. 高分子のヒト PK予測 

6. 薬物動態評価における統計手法 （サターラ・笠井先生） 

7. R勉強会（京大・山下先生） 

 

 今年の参加者からのご意見 

1） PK/PDの演習セミナー 

2） PK/PD解析やヒトでの投与量設定 

3） PBPKモデルを用いた DDI予測 

4） IVIVE 

5） PPKの基礎 

6） 化合物を有効性・安全性・動態からひとつに絞るセミナー（動態研究者以外

も参加） 

7） 代謝予測に役立つ有機化学 

8） Rや Excelを用いて PK解析をする方法 



9） トランスポーターの in vitro試験から取り込み CLを算出 

10） 代謝・DDIに関するレギュレーション対応 

 

 まとめ・今後の方針 

1） IVIVE、DDI に対するニーズは、参加者・マネージメント双方でニーズが高

い 

2） In vitro実験からデータを計算する部分（特にトランスポーター）を講義また

は演習に組み入れていただくよう、講師の先生にお願いする（若手が苦手、

各社で話題になるような実験系について、情報を集約） 

3） PK/PD（ヒト有効用量予測）に関しては、DDI 評価との関連からも重要な内

容であり、若手が勉強できる機会を提供できるように考えたい （DDI, IVIVE

と PK/PD） 

4） 代謝予測に役立つ有機化学・Rの講習などは、夏セミナー・例会などで取り上

げても良い内容 

 

 来年度について、杉山会長への提案内容を決める 

  たたき台 

1） DDI評価のための IVIVE  

2） In vitro実験からパラメータを算出と、PBPK modelの基本の式への組込み 
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